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第２５期 第６回総会

別 海 町 農 業 委 員 会 議 事 録

（令和５年１１月２７日）

〇開催日時 令和５年１１月２７日（月）

午前１０時００分から午前１１時４５分

〇開催場所 別海町役場 ４階 議場

〇議事日程

日程第 １ 報告第１号 農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤

強化促進法）

日程第 ２ 報告第２号 農地等あっせん結果の報告について（別海町農地移

動適正化あっせん基準）

日程第 ３ 報告第３号 農地法第５条許可書の交付について

日程第 ４ 報告第４号 農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完

了届について

日程第 ５ 報告第５号 農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

の定期報告について

日程第 ６ 議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について

日程第 ７ 議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

日程第 ８ 議案第３号 別海町農用地利用集積計画の決定について

日程第 ９ 議案第４号 現況証明願いについて

日程第 10 議案第５号 別海町農業委員会委員記章はい用規程の制定につい

て

日程第 11 議案第６号 別海町農業委員会身分証明書規程の制定について
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〇出席委員（２６名）

会 長 ２７番 信 夫 重 勝

会 長 代 理 ２６番 加 藤 真 純

１番 羽 石 健 一 ２番 加 藤 祐 介

３番 芳 賀 均 ４番 阿 部 浩

５番 石 森 裕 治 ６番 石 毛 剛

７番 押 田 賢 二 ８番 山 田 良 雄

９番 木 幡 誠 １０番 佐々木 實

１１番 竹 花 智 子 １２番 猿 谷 忠 義

１３番 畠 山 友 子 １５番 藤 田 浩 義

１６番 石 田 昌 樹 １７番 及 川 哲 夫

１８番 小 島 敏 １９番 斉 藤 春 雄

２０番 岸 本 正 明 ２１番 伊 藤 一 吉

２２番 豊 島 千 秋 ２３番 目 黒 英 夫

２４番 岡 崎 知 暢 ２５番 大 内 敏 光

〇欠席委員（１名）

１４番 市 川 義 晴

〇農業委員会事務局出席職員

事 務 局 事務局長 川 畑 智 明

総 務 担 当 主幹 大 山 晋 作

農地調整担当 主査 志 渡 正 勝

農地調整担当 主任 川 原 浩 貴

農地調整担当 主事 加 藤 智 也

〇傍聴人（０名）

〇議事録署名委員

９番 木 幡 誠 １０番 佐々木 實
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次の記録は、農業委員会等に関する法律第２７条の規定により会議の記録を

記載したものである。

令和 年 月 日

署名者

議 長 信 夫 重 勝 ㊞

議席 ９番 木 幡 誠 ㊞

議席１０番 佐々木 實 ㊞
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開会 午前１０時００分

◎開会宣言

〇事務局（川畑事務局長）

定刻になりましたので、信夫会長に御挨拶をいただき総会を始めさせてい

ただきます。

〇信夫会長

皆さんおはようございます。

（会務報告がある）

本日は報告５件、議案６件ですので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。

〇議長（信夫会長）

それでは、ただいまから第６回農業委員会総会を開催いたします。

ただいま出席している委員は２６名でございます。

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開催させていただきます。

なお、欠席委員につきましては、１４番市川委員、１名です。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。

始めに議事録署名委員を会議規則第１９条の規定により議長において指名

いたします。９番木幡委員、１０番佐々木委員。以上２名を指名しますので、

よろしくお願いいたします。それでは、議事に入ります。

◎日程第１ 報告第１号

〇議長（信夫会長）

日程第１ 報告第１号「農地等あっせん結果の報告について（農業経営基

盤強化促進法）」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（志渡主査）

報告第１号、農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤強化促進

法）。次の者から農業経営基盤強化促進法第１６条の規定に基づく利用権の

設定等についてあっせんの申出があり、あっせんを行ったので報告する。

本件は全部で１２件ございます。１号から３号までにつきましては、本年

１０月総会で報告をさせていただきましたが、農用地の価格について意向が

一致せず不調に終わったため、関係規定に基づき町長に対し買入れ協議の要

請に取り組んだところ、この度、協議が整う運びとなったものです。４号か

ら１２号につきましては、農地売買等事業により北海道農業公社が買い入れ

た土地について一時貸付けを行う内容です。今後の取り扱いについては後の

議案第３号で提案し御審議いただく予定です。それでは朗読させていただき

ます。

第１号、あっせん候補者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益
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財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。あっせん対象地、中春別１

５１－８１外９筆、計３０万３，３００㎡。農地の所有者、別海町中春別２

８４番地の３、香川義勝。あっせん委員、芳賀委員外５名。あっせん結果、

成立。あっせん価格、売買で１，４０６万円

次号から第３号までのあっせん候補者及び第１２号までのあっせん結果に

つきましては同文ですので、朗読を省略いたします。

第２号、あっせん対象地、中春別２０５－３外３２筆、計７７万１，８５

４㎡。農地の所有者、別海町中春別２３４番地の１８、平林直文。あっせん

委員、同上。あっせん価格、売買で４，２０６万４，０００円。

第３号、あっせん対象地、美原９－１２外１７筆、計８３万３，２５０㎡。

農地の所有者、別海町美原２１番地の３６、北澤光太郎。あっせん委員、同

上。あっせん価格、売買で４，０９９万３，０００円。

第４号、あっせん候補者、別海町西春別６０番地の９、株式会社Ｃｏｗ’

ｓ Ｆａｍｉｌｙ 代表取締役 卯野聡明。あっせん対象地、泉川１０５－

２４外２筆、計１２万５，７２８㎡。農地の所有者、札幌市中央区北５条西

６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。あ

っせん委員、大内委員外５名。あっせん価格、賃貸借で年額１４万３，８６

０円。

次号から１２号までの農地の所有者につきましては同文ですので、朗読を

省略いたします。

第５号、あっせん候補者、標津郡中標津町字上標津３０１番地、株式会社

ブルームーンファーム 代表取締役 永利嘉成。あっせん対象地、本別１０

－２外１筆、計１４万８，０３３㎡。あっせん委員、羽石委員外５名。あっ

せん価格、賃貸借で年額１８万２，７６０円。

第６号、あっせん候補者、別海町本別９２番地の１４、蛭田健太郎。あっ

せん対象地、本別１０－４外３筆、計１４万１，５５２㎡。あっせん委員、

同上。あっせん価格、賃貸借で年額１５万８，５００円。

第７号、あっせん候補者、別海町本別４５番地の１０、株式会社北村牧場

代表取締役 北村壮。あっせん対象地、本別１３－１外１筆、計１３万７，

６１３㎡。あっせん委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額１５万９，５

００円。

第８号、あっせん候補者、標津郡中標津町字上標津７３番地、株式会社美

馬農場 代表取締役 美馬優。あっせん対象地、本別１１－３外９筆、計３

５万７６２㎡。あっせん委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額４４万４，

３４０円。

第９号、あっせん候補者、別海町本別４番地の４４、信夫重勝。あっせん

対象地、本別３２－２外２筆、計７万６，５６５㎡。あっせん委員、羽石委

員外４名。あっせん価格、賃貸借で年額１０万１，８４０円。

第１０号、あっせん候補者、別海町本別１８番地の３０、株式会社赤池牧

場 代表取締役 赤池雅三。あっせん対象地、本別１７－１外１２筆、計２
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３万４，７２２㎡。あっせん委員、羽石委員外５名。あっせん価格、賃貸借

で年額２８万３，０８０円。

第１１号、あっせん候補者、別海町本別６３番地の１、中村勝彦。あっせ

ん対象地、本別２６－１５外３筆、計８万１，７８９㎡。あっせん委員、同

上。あっせん価格、賃貸借で年額８万２，０８０円。

第１２号、あっせん候補者、別海町大成３番地の１、髙野謙也。あっせん

対象地、本別７５－５外４筆、計１３万２３１㎡。あっせん委員、同上。あ

っせん価格、賃貸借で年額１５万９，１６０円。

以上で報告第１号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

報告第１号の事務局説明が終わりました。ここで、調整に当たられた委員

の説明を求めます。１号及び２号につきましては３番芳賀委員、３号につき

ましては１３番畠山委員、４号につきましては１７番及川委員、５号から１

２号につきましては６番石毛委員。

それでは、１号及び２号につきまして３番芳賀委員お願いいたします。

○３番 芳賀委員

はい、説明します。先月の総会に提出されていたものですけれども、香川

さん、平林さん、ともに離農に伴う地域調整が完了し、北海道農業公社に買

取りをお願いするものになります。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、３号につきまして１３番畠山委員お願いいたします。

○１３番 畠山委員

はい、御説明いたします。これは、１０月総会での不成立案件で、今月、

北海道農業公社の買入れが成立したものです。

〇議長（信夫会長）

続きまして４号につきまして１７番及川委員お願いいたします。

○１７番 及川委員

はい、説明いたします。関口さんの畑だったところですが、今回飛び地を

株式会社Ｃｏｗ’ｓ Ｆａｍｉｌｙが賃貸してもらうという案件です。よろ

しくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、５号及び１２号につきまして６番石毛委員お願いいたします。

○６番 石毛委員

御説明いたします。皆さん同じ農地保有合理化事業で５年間の一時貸付け

の案件ですので、続けて説明します。５号の株式会社ブルームーンファーム

さん、６号の蛭田さん、７号の株式会社北村牧場さんにつきましては、相澤

親さんの土地の案件です。そして、８号の株式会社美馬農場さん、９号の信

夫さんは元木國雄さんの畑、１０号の株式会社赤池牧場さん、１１号の中村

勝彦さんは宇賀神さんの畑、１２番の高野さんについては株式会社赤池牧場

さんの畑で、皆さん５年後の買取りを目指しての一時貸付けの案件です。
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よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

報告第１号につきまして委員説明が終わりました。なお、９号につきまし

ては私に関する案件ですので、議事参与制限とさせていただきます。ここで、

報告第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませ

んか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

なしということですので、報告第１号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第１号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第２ 報告第２号

〇議長（信夫会長）

日程第２ 報告第２号「農地等あっせん結果の報告について（別海町農地

移動適正化あっせん基準）」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（志渡主査）

報告第２号、農地等あっせん結果の報告について（別海町農地移動適正化

あっせん基準）。次の者から農地等のあっせん申出書の提出があり、別海町

農地移動適正化あっせん基準に基づきあっせんを行ったので、同基準第８第

２項第３号の規定により報告する。

本件は５件ございます。農地所有者の申出により、所有権の移転のあっせ

んを行ったものであります。今後の取扱いについては後の議案第３号で提案

し御審議いただく予定であります。それでは朗読させていただきます。

第１号、あっせん候補者、別海町中春別１５１番地の２４６、 野大介。

あっせん対象地、中春別１５１－８４外４筆、計４万８，３５６㎡。農地の

所有者、別海町中春別２８４番地の３、香川義勝。あっせん委員、芳賀委員

外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で１４万４，０００円。

第２号、あっせん候補者、別海町中春別２０８番地の６、清水信夫。あっ

せん対象地、中春別２３４－８、計７，２７３㎡。農地の所有者、別海町中

春別２３４番地の１８、平林直文。あっせん委員、同上。あっせん結果、成

立。あっせん価格、売買で２万１，０００円。

第３号、あっせん候補者、別海町中春別２５４番地の１７、小湊均。あっ
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せん対象地、中春別２５５－１１外１２筆、計２１万５７㎡。農地の所有者、

同上。あっせん委員、同上。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で６

３万円。

第４号、あっせん候補者、別海町美原２０番地の２９、熊谷修。あっせん

対象地、美原２０－５、計１万８３９㎡。農地の所有者、別海町美原２１番

地の３６、北澤光太郎。あっせん委員、同上。あっせん結果、成立。あっせ

ん価格、売買で３万円。

第５号、あっせん候補者、別海町美原２２番地の２１、有限会社エスエル

シー 代表取締役 賣場純。あっせん対象地、美原２１－１７外１筆、計３

万９，４７９㎡。農地の所有者、同上。あっせん委員、同上。あっせん結果、

成立。あっせん価格、売買で１１万７，０００円。

以上で報告第２号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

報告第２号の事務局説明が終わりました。ここで、調整に当たられた委員

の説明を求めます。１号から３号につきましては３番芳賀委員、４号及び５

号につきましては１３番畠山委員。

それでは、１号から３号につきまして３番芳賀委員お願いします。

○３番 芳賀委員

はい、併せて御説明します。報告第１号にありました離農に伴う北海道農

業公社の買上げの中で、買上げが不適とされた一部の農地について、近隣の

農家に引き取ってもらうことで話がついたものです。よろしくお願いいたし

ます。

○議長（信夫会長）

続きまして、４号及び５号につきまして１３番畠山委員お願いします。

○１３番 畠山委員

はい、４号、５号ともに北澤さんの離農で、北海道農業公社が買入れでき

なかった土地を、熊谷さんとエスエルシーさんに一般あっせんで売買するも

のです。

○議長（信夫会長）

報告第２号の委員説明が終わりました。ここで、報告第２号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

なしということですので、報告第２号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第２号を原案のとおり承認することに
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決定します。

◎日程第３ 報告第３号

〇議長（信夫会長）

日程第３ 報告第３号「農地法第５条許可書の交付について」を議題に供

します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（川原主任）

報告第３号、農地法第５条許可書の交付について。農地法第５条第１項の

規定による許可申請について、農業委員会総会議決後、北海道農業会議に意

見聴取した結果、許可相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町

農業委員会会長専決規程第３条の規定により報告する。

本件につきましては、令和５年９月２９日開催の第４回総会で御審議いた

だいた案件で申請時における計画どおりとなっていますので、詳細について

は朗読を省略させていただきます。許可日については、北海道農業会議の意

見聴取日であります１０月２５日としております。

以上で報告第３号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

報告第３号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては会長専

決報告ですので事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、報告第３号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

なしということですので、報告第３号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第３号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第４ 報告第４号

〇議長（信夫会長）

日程第４ 報告第４号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業

完了届について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。
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〇事務局（川原主任）

報告第４号、農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届につ

いて。次の者から先に農地法第５条の規定により許可を受けた事業が完了し

た旨の届出があったので報告する。

本件につきましては、令和４年度に農地転用許可を行った案件につきまし

て、令和５年１１月１４日に現地調査を行ったものです。内容につきまして

は、申請時における計画どおりですので、申請者、土地所有者、計画高、出

来高、事業完了年月日を朗読させていただきます。

第１号、申請者、別海町中春別南町３番地、有限会社ジェイエー・ワンプ

代表取締役社長 望月英彦。土地の所有者、別海町豊原５番地の２９、浦山

武志。砂計画高、３万４，１６５㎥に対し出来高、１万１，６６２㎥。事業

完了年月日、令和５年１０月１０日。

第２号、申請者、浜中町浜中桜南１０５番地、有限会社南波重機 代表取

締役 緒方範明。土地の所有者、別海町上風連２３８番地の２、森重誠。砂

計画高、３，４６７㎥に対し出来高、３，４６７㎥。土計画高、４，０７６

㎥に対し出来高、４，０７６㎥。事業完了年月日、令和５年１０月２３日。

以上で報告第４号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、報告第４号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めます。１号につきましては３番芳賀委員、２号につき

ましては１８番小島委員。

それでは、１号につきまして３番芳賀委員お願いします。

〇３番 芳賀委員

はい、この場所は３年目になるんですけど、起伏修正を目的とした砂の採

取となります。今年度で終了しますが、８月には播種が終わっており１０月

には採草も行われて、極めて良好な状態でした。よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、２号につきまして１８番小島委員お願いします。

〇１８番 小島委員

はい、説明いたします。森重誠さんのところですけれども、１１月１４日

に現地を見てまいりました。綺麗に整地されていて、あとは播種するだけの

ように見えました。また、ここは今回で砂採取は終了するということです。

よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

報告第４号の委員説明が終わりました。ここで、報告第４号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

なしということですので、報告第４号を承認することに御異議ございませ
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んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第４号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第５ 報告第５号

〇議長（信夫会長）

日程第５ 報告第５号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法

人の定期報告について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

報告第５号、農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の定期報

告について。次の者から農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

報告書の提出があったので報告する。今月は４件の報告がありました。農地

法第２条に基づく事業要件、議決権要件、役員要件の全てを満たしておりま

した。そのほかの法人名、決算期等につきましては記載のとおりですので朗

読を省略させていただきます。

以上で報告第５号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

報告第５号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては農地所

有適格法人からの定期報告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。

それでは報告第５号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ご

ざいませんか。

８番山田委員。

〇８番 山田委員

はい、３号のループライズなんですけれども、４月から７月の決算になっ

ているのがわからないんですけど。

〇事務局（川原主任）

通常、決算期は１年間ではあるんですけど、本法人の設立が今年の４月で、

決算期は７月までとしているので、本法人については１年目のみ３か月程度

での決算ということになっています。２年目以降は１年間の決算期というこ

とになります。

〇８番 山田委員

わかりました。

〇議長（信夫会長）

そのほか、何か御質問ございませんか。

〇委員



13

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、報告第５号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第５号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第６ 議案第１号

〇議長（信夫会長）

日程第６ 議案第１号「農地法第３条第１項の規定による許可申請につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

議案第１号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。農地法第３条の許可申請につきましては、別添資料の調査

表のとおり農地法第３条第２項の各号に該当していないことを確認していま

すので併せて御参照願います。

第１号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町上春別７１番地の１１、横山

吉男。譲受人、別海町上春別旭町２２番地、株式会社トータルハードマネー

ジメントサービスジェネティックス 代表取締役 山下彰一。許可を受けよ

うとする土地の表示、上春別８６－２外３筆、計３万５，８９８㎡。許可を

受けようとする理由、譲渡人は、農地を有効活用するため譲り渡すものであ

る。譲受人は、経営規模拡大のため譲り受けるものである。売買価格は３０

０万円で、１ヘクタール当たり約８５万７，０００円となっています。

第２号、申請人の住所氏名、貸人、別海町西春別６番地の１０、西村茂。

借人、別海町西春別６番地の１０、フアーム・ニシムラ有限会社 代表取締

役 西村茂。許可を受けようとする土地の表示、西春別５－９外３１筆、計

９１万６，５１２㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用

するため使用貸借により農地所有適格法人へ貸し付けるものである。借人は、

農地所有適格法人として使用貸借により農地を借り受けるものである。貸借

期間、許可日から４０年間。

第３号、申請人の住所氏名、貸人、別海町西春別６番地の３０、西村征真。

借人、別海町西春別６番地の１０、フアーム・ニシムラ有限会社 代表取締

役 西村茂。許可を受けようとする土地の表示、西春別１３－２外５筆、計

２３万３，１０７㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用
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するため使用貸借により農地所有適格法人へ貸し付けるものである。借人は、

農地所有適格法人として使用貸借により農地を借り受けるものである。貸借

期間、許可日から４０年間。

第４号、申請人の住所氏名、貸人、別海町中西別９０番地の１８、太田公

一。借人、別海町中西別７６番地の１５、有限会社グローブ 代表取締役

林健永。許可を受けようとする土地の表示、中西別９０－４外１５筆、計２

５万５，５７８㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用す

るため貸し付けるものである。借人は、経営規模拡大のため借り受けるもの

である。貸借期間、許可日から１年間。賃貸価格は２３万８，１００円で、

１ヘクタール当たり約９，３００円となっています。

第５号、申請人の住所氏名、貸人、別海町中西別９０番地の１８、太田公

一。借人、別海町中西別１３９番地の１２、株式会社ＣＲＯＷＮ ＭＩＬＫ

代表取締役 藤井秀和。許可を受けようとする土地の表示、中西別９０－２

外３筆、計２０万６，８９４㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地

を有効活用するため貸し付けるものである。借人は、経営規模拡大のため借

り受けるものである。貸借期間、許可日から１年間。賃貸価格は１９万２，

９００円で、１ヘクタール当たり約９，３００円となっています。

第６号、申請人の住所氏名、貸人、別海町中春別３０６番地の４、大内昌

美。借人、別海町中春別３０６番地の４、大内由祐。許可を受けようとする

土地の表示、中春別３０５－６外４２筆、計１００万１，１３３．４２㎡。

許可を受けようとする理由、貸人は、全地を経営の主体である長男に使用貸

借により貸し付けるものである。借人は、父の全地を使用貸借により借り受

けるものである。貸借期間、許可日から４０年間。

第７号、申請人の住所氏名、貸人、別海町中春別５４番地の５６、佐々木

美津子。借人、別海町中春別５４番地の５６、佐々木淳司。許可を受けよう

とする土地の表示、中春別５４－５５外１７筆、計７４万３５２㎡。許可を

受けようとする理由、貸人は、全地を経営の主体である長男に使用貸借によ

り貸し付けるものである。借人は、母の全地を使用貸借により借り受けるも

のである。貸借期間、許可日から１０年間。

第８号、申請人の住所氏名、貸人、別海町豊原５番地の４３、増岡哲生。

借人、別海町豊原５番地の４３、増岡耕平。許可を受けようとする土地の表

示、豊原４－２外８筆、計４３万２，９０６㎡。許可を受けようとする理由、

貸人は、全地を経営の主体である長男に使用貸借により貸し付けるものであ

る。借人は、父の全地を使用貸借により借り受けるものである。貸借期間、

許可日から４０年間。

第９号、申請人の住所氏名、貸人、別海町床丹１番地の２３３、寺井隆二。

借人、別海町床丹１番地の２３３、有限会社寺井牧場 代表取締役 寺井隆

二。許可を受けようとする土地の表示、別海１５１－７外３９筆、計１６９

万３，６１４．８７㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活

用するため使用貸借により農地所有適格法人へ貸し付けるものである。借人
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は、経営規模拡大のため使用貸借を受けるものである。貸借期間、令和５年

１２月１５日から４０年間。

第１０号、申請人の住所氏名、貸人、別海町床丹１番地の２１３、関口吉

一。借人、別海町床丹１番地の２１３、有限会社関口牧場 代表取締役 関

口吉一。許可を受けようとする土地の表示、美原６０－９外２２筆、計１２

７万８，９７８㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用す

るため使用貸借により農地所有適格法人へ貸し付けるものである。借人は、

経営規模拡大のため使用貸借を受けるものである。貸借期間、令和５年１２

月２０日から４０年間。

第１１号、申請人の住所氏名、貸人、別海町上風連６３番地の２２、松川

進。借人、別海町上風連６３番地の２２、松川哲也。許可を受けようとする

土地の表示、奥行１３－１外２３筆、計７５万２６２㎡。許可を受けようと

する理由、貸人は、全地を経営の主体である三男に使用貸借により貸し付け

るものである。借人は、父の全地を使用貸借により借り受けるものである。

貸借期間、令和５年１２月２０日から４０年間。

以上で議案第１号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第１号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた

委員の説明を求めたいと思います。１号につきましては２０番岸本委員、２

号及び３号につきましては２５番大内委員、４号及び５号につきましては１

８番小島委員、６号につきましては１２番猿谷委員、７号につきましては５

番石森委員、８号につきましては２１番伊藤委員、９号及び１０号につきま

しては１３番畠山委員、１１号につきましては１８番小島委員。

それでは、１号につきまして２０番岸本委員お願いします。

〇２０番 岸本委員

はい、１号について説明いたします。横山さんとトータルハードマネージ

メントサービスジェネティックスの売買ということで、１１月１４日に現地

調査をしてまいりました。特に問題ないと見てまいりましたので、よろしく

お願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、２号及び３号につきまして２５番大内委員お願いします。

〇２５番 大内委員

はい、西村茂さん、征真さんは親子でありまして、一緒に営農されていま

す。それぞれ所有している土地を、フアーム・ニシムラに貸し付けるという

ことで問題ないと思っています。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、４号及び５号につきまして１８番小島委員お願いします。

〇１８番 小島委員

はい、説明いたします。太田公一さんですが、年内での休農にはなるとい

うことですけど、この度グローブとＣＲＯＷＮ ＭＩＬＫと１年間の賃貸を
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結ぶというものです。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、６号につきまして１２番猿谷委員お願いします。

〇１２番 猿谷委員

はい、御説明いたします。大内昌美さんから大内由祐さんに令和６年１月

１日付けで経営移譲することに伴う農地の使用貸借ですので、よろしくお願

いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、７号につきまして５番石森委員お願いします。

〇５番 石森委員

はい、御説明いたします。佐々木美津子さんから息子の佐々木淳司さんに

令和６年１月１日付けで経営移譲することに伴う農地の使用貸借ですので、

よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、８号につきまして２１番伊藤委員お願いします。

〇２１番 伊藤委員

はい、松岡哲生さんから息子さんである耕平さんに来年１月１日付けで経

営移譲することに伴う農地の使用貸借ですので、よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、９号及び１０号につきまして１３番畠山委員お願いします。

〇１３番 畠山委員

はい、御説明いたします。９号の寺井さん、１０号の関口さん、ともに期

間満了による再設定の案件ですので、よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、１１号につきまして１８番小島委員お願いします。

〇１８番 小島委員

はい、松川進さん、哲也さんの親子間の使用貸借がこの度切れることから、

新たに４０年の使用貸借をするものです。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

議案第１号の委員説明が終わりました。それでは議案第１号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第１号につきまして原案のとおり許可
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することに決定します。

◎日程第７ 議案第２号

〇議長（信夫会長）

日程第７ 議案第２号「農地法第５条第１項の規定による許可申請につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（川原主任）

議案第２号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第５条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましては、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではあり

ません。それでは議案を朗読させていただきます。

第１号、許可を受けようとする土地の表示、美原１０－１７外２筆。面積、

計８，６３８㎡。契約内容、賃借権。目的、砂採取。計画内容、砂採取量、

計１万１，５８２㎥。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法施行令第

１１条第１項第１号。土地利用計画、農用地。所有者氏名、別海町美原１０

番地の１６８、金子陽一。転用者氏名、別海町中春別２２２番地の１６、有

限会社北斗運輸 代表取締役 鳥居隼人。

以上で議案第２号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

議案第２号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた委員の

説明を求めたいと思います。１号につきましては３番芳賀委員お願いいたし

ます。

〇３番 芳賀委員

はい、御説明いたします。現場は継続案件で、川に沿っての落差を砂を取

りながら草地へ変えていくということで、一回の規模は大きくはないですけ

ど順調に進んでいます。今回申請が上がって、さらに利用したいということ

ですので、よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

議案第２号につきまして委員説明が終わりました。それでは議案第２号に

つきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）
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〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第２号を原案のとおり許可することに

決定し、北海道農業会議への意見聴取のうえ、その回答が許可相当の場合は、

会長の専決により申請者への許可書を交付することといたします。

（１０時５０分から１１時０５分まで休憩）

◎日程第８ 議案第３号

〇議長（信夫会長）

日程第８ 議案第３号「別海町農用地利用集積計画の決定について」を議

題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（志渡主査）

議案第３号、別海町農用地利用集積計画の決定について。別海町農業経営

基盤強化の促進に関する基本的な構想第５第１項第６号による計画について、

農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律附則第５条第１項により決

定を求める。

本案は所有権の移転が９件、利用権の設定が１０件となっております。

所有権の移転の第１号から第８号及び利用権の設定の第１号から第９号ま

では報告第１号及び報告第２号と内容が重複いたしますので、所有権の移転

の内容及び設定する利用権から朗読いたします。

第１号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。所有権の移

転時期、令和５年１１月２８日。対価、１，４０６万円。対価の支払い方法、

指定口座に振込。対価の支払い期限、令和６年１月１１日。引渡しの時期、

対価の支払日。当事者間の法律関係、売買。

次号から第８号までの所有権の移転時期、対価の支払い方法、引渡しの時

期、当事者間の法律関係については同文ですので朗読を省略いたします。

第２号、所有権の移転の内容、利用目的、同上。対価、４，２０６万４，

０００円。対価の支払い期限、同上。

第３号、所有権の移転の内容、利用目的、同上。対価、４，０９９万３，

０００円。対価の支払い期限、同上。

第４号、所有権の移転の内容、利用目的、採草放牧地として利用。対価、

１４万４，０００円。対価の支払い期限、令和５年１２月３０日。

第５号、所有権の移転の内容、利用目的、同上。対価、２万１，０００円。

対価の支払い期限、同上。

第６号、所有権の移転の内容、利用目的、同上。対価、６３万円。対価の

支払い期限、同上。

第７号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。対価、３万

円。対価の支払い期限、同上。

第８号、所有権の移転の内容、利用目的、採草放牧地として利用。対価、
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１１万７，０００円。対価の支払い期限、同上。

第９号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１１３番地の５３、宮坂

陽日。所有権の移転をする土地、西春別１１８－４外２筆、計８万５，４０

３㎡。所有権の移転をする者、別海町西春別１１３番地の２、宮坂隆男。所

有権の移転の内容、利用目的、牧草畑及び採草放牧地として利用。所有権の

移転時期、同上。引渡しの時期、令和５年１１月２８日。当事者間の法律関

係、贈与。

続いて利用権の設定です。

第１号、設定する利用権、利用権の種類、賃借権。内容、牧草畑として利

用。始期、令和５年１１月２８日。終期、令和１０年１０月１日。借賃、年

額１４万３，８６０円。借賃の支払いの方法、毎年、１２月１０日までに指

定口座に振り込むものとする。当事者間の法律関係、賃貸借。

次号から第９号までの利用権の種類、内容、始期、終期、借賃の支払いの

方法、当事者間の法律関係については同文ですので朗読を省略いたします。

第２号、借賃、年額１８万２，７６０円。

第３号、借賃、年額１５万８，５００円。

第４号、借賃、年額１５万９，５００円。

第５号、借賃、年額４４万４，３４０円。

第６号、借賃、年額１０万１，８４０円。

第７号、借賃、年額２８万３，０８０円。

第８号、借賃、年額８万２，０８０円。

第９号、借賃、年額１５万９，１６０円。

第１０号、利用権の設定を受ける者、別海町西春別１１３番地の５３、株

式会社Ｔｒｕｓｔ Ｆａｒｍ 代表取締役 宮坂陽日。利用権を設定する土

地、西春別１１８－４外２筆、計８万５，４０３㎡。利用権を設定する者、

別海町西春別１１３番地の５３、宮坂陽日。設定する利用権、利用権の種類、

使用貸借権。内容、牧草畑及び採草放牧地として利用。始期、令和５年１１

月２８日。終期、令和５５年１１月２７日。当事者間の法律関係、使用貸借。

ここで、所有権の移転の第９号及び利用権の設定の第１０号について補足

いたします。こちらにつきましては、宮坂陽日さん、宮坂隆男さんの案件で

すが、本来であれば法人の構成員である宮坂陽日さんは、個人として農地の

所有権移転を受けることはできませんが、農業経営基盤強化促進法における

構成員による農地の取得の特例により、構成員が農地を取得する旨の利用集

積計画及びその構成員が取得した農地を法人に貸付けする利用集積計画を同

時に公告することで農地を取得することが可能となるものです。

以上で議案第３号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第３号の事務局説明が終わりました。所有権の移転の１号から

３号につきましては報告第１号で説明済み、４号から８号につきましては報

告第２号で説明済み、９号は農業経営基盤強化促進法の特例対応、利用権の
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設定の１号から９号につきましては北海道農業公社からの貸付け案件、１０

号は農業経営基盤強化促進法の特例対応ですので、事務局説明のみとさせて

いただきます。

なお、利用権の設定の６号につきましては私に関する案件ですので、農業

委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条の規

定に基づき議事参与制限により、議長を会長代理に交代します。

（議長を会長代理に交代）

〇議長（加藤代理）

会長に関する案件ですので、私が、議長を務めさせていただきます。利用

権の設定の６号につきましては、農業委員会等に関する法律第３１条及び別

海町農業委員会会議規則第１４条の規定に基づき議事参与制限により、２７

番信夫会長の一時退席を求めます。

（２７番 信夫会長 一時退席）

〇議長(加藤代理)

それでは、議案第３号の利用権設定の６号につきまして質疑を受けたいと

思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（加藤代理）

なしということですので、議案第３号の利用権設定の６号につきまして採

決に入りたいと思います。否決の方の挙手を求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（加藤代理）

挙手なしということですので、議案第３号の利用権の設定の６号につきま

して、原案のとおり決定します。

ここで、会長に対する議事参与制限を解除し、議長を会長に交代します。

（２７番 信夫会長 着席）

〇議長（信夫会長）

議事を再開します。

それでは、議案第３号の利用権の設定の６号以外の質疑を受けたいと思い

ます。何か御質問ございませんか。

２５番大内委員。

〇２５番 大内委員

所有権の移転の９号だったんですけど、これだけでは実の息子さんに贈与

できないということなんですか。利用権の設定の１０号が一緒じゃないと贈

与ができないということなんでしょうか。

〇議長（信夫会長）

私も朝の打合せで聞いただけなんですけど、宮坂陽日さんは農地所有適格

法人の代表ではありますけれども、個人としては農業者と認められないとい
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うことで、そのままでは農地の取得はできないということです。ですので、

個人として贈与を受けると同時に法人に利用権を設定しないと所有が認めら

れないということだそうです。

〇２５番 大内委員

農業者と認められないということは、どういうことなんでしょうか。

〇議長（信夫会長）

法人としては農業者ではあるけれども、法人の構成員としての個人として

は農業者という位置づけにならない。

〇２５番 大内委員

実際に農業の仕事をしていても。

〇議長（信夫会長）

法人の構成員として仕事はしているけれども、農業者ということで言えば

あくまで法人が農業者という位置づけになるということになります。

〇２５番 大内委員

代表でも駄目なんですか。

〇議長（信夫会長）

あくまで法人が農業者ということになります。

〇２５番 大内委員

わかりました。

〇議長（信夫会長）

そのほかに、何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、議案第３号の利用権の設定の６号以外の案件に

つきまして採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第３号の利用権の設定の６号以外の案

件につきまして、原案のとおり決定します。

◎日程第９ 議案第４号

〇議長（信夫会長）

日程第９ 議案第４号「現況証明願いについて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

議案第４号、現況証明願いについて。次の者から現況証明願いが提出され

たので、北海道農地法関係事務処理要領第９第４項の規定により証明する。



22

今月は１件の提出がありました。それでは朗読させていただきます。

第１号、所在、中西別１２０－２外１筆、面積計６，３６３㎡。利用状況、

雑種地。所有者、釧路市文苑２丁目２５番５号 佐藤昭一外２名。

以上で議案第４号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第４号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めたいと思います。１号につきまして１８番小島委員お

願いいたします。

〇１８番 小島委員

はい、説明いたします。この前、現地に行ってまいりまして、非農地とし

て見てまいりました。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

議案第４号の委員説明が終わりました。ここで議案第４号につきまして質

疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第４号につきまして原案のとおり証明

することに決定します。

◎日程第１０ 議案第５号

〇議長（信夫会長）

日程第１０ 議案第５号「別海町農業委員会委員記章はい用規程の制定に

ついて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川畑事務局長）

議案第５号、別海町農業委員会委員記章はい用規程の制定について。別海

町農業委員会委員記章はい用規程を次のとおり定める。規程本文の朗読は省

略させていただきまして、概要のみ説明いたします。

このはい用規程の制定につきましては、これまで委員がはい用する記章、

いわゆる委員バッジの着用につきましては、規程がありませんでしたので、

規程を制定し、必要な事項を定めるものです。

第１条につきましては、ただ今の説明と同様ですので、説明を省略させて

いただきます。
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第２条につきましては、はい用といたしまして、委員章は委員の身分を明

らかにするためはい用し、委員としてその職務に従事するときに、はい用す

ることとしております。

第３条につきましては、図案は全国農業会議所が指定したものとし、第４

条では、はい用箇所を左襟又は左胸の見やすい場所としております。

第５条では、委員に任命したときに委員章を交付し、再任時は、引き続き

既に交付した委員章を使用することとしております。なお、委員章をき損又

は紛失した場合は、申し出により再交付を受けるものとし、この場合は、経

年劣化等による破損等をした場合を除いて、実費を負担いただくこととして

おります。

第６条では、委員でなくなったときは、委員章を返還することとし、第７

条では、貸与、譲渡の禁止を規定しております。

なお、附則としまして、この訓令は、令和５年１２月１日から施行するこ

ととするものです。

以上で議案第５号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第５号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては、

規程の制定に関する案件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。

それでは議案第５号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ご

ざいませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第５号につきまして原案のとおり制定

することに決定します。

◎日程第１１ 議案第６号

〇議長（信夫会長）

日程第１１ 議案第６号「別海町農業委員会身分証明書規程の制定につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川畑事務局長）

議案第６号、別海町農業委員会身分証明書規程の制定について。別海町農

業委員会身分証明書規程を次のとおり定める。規程本文の朗読は省略させて
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いただきまして、概要のみ説明いたします。

この身分証明書規程の制定につきましては、これまで委員及び職員に交付

しております身分証明書につきまして規程がなかったこと及び農業委員会等

に関する法律、農地法におきまして、立入調査時に身分証明書を携帯し、要

求があった場合は提示しなければならないことが定められておりますので、

この規程を制定し、必要な事項を定めるものです。

第１条につきましては、ただ今の説明と同様ですので、説明を省略させて

いただきます。

第２条につきましては、交付といたしまして、委員及び職員の身分証明書

の様式を定めております。また、身分証明書の記載事項に変更があった場合、

紛失、汚損があった場合の再交付の取扱いについても定めるものです。

議案４３ページ下段から４４ページ上段に委員の身分証明書の様式、４４

ページ下段から４５ページ上段に職員の身分証明書の様式を記載しておりま

す。なお、委員と職員の様式の違いにつきましては、委員の身分証明書にの

み有効期限を定めているところのみです。

第３条は、身分証明書の返還義務、第４条には、貸与、譲渡の禁止、第５

条には、交付状況の整理等を定めております。

なお、附則としまして、この訓令は、令和５年１２月１日から施行するこ

ととし、現在、交付しております身分証明書は、令和８年７月１９日まで有

効であること、新たに制定した身分証明書とみなすこととしております。

以上で議案第６号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第６号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては、

規程の制定に関する案件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。

それでは議案第６号につきまして質疑を受けたいと思います何か御質問ござ

いませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第６号につきまして原案のとおり制定

することに決定します。

◎閉会宣言

〇議長（信夫会長）
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以上で本総会に提出された議案の審議は全て終了しました。

これをもちまして、第６回総会を閉会します。


